
憲
法
改
正
と
消
費
増
税
の
歴
史

消
費
税
の
歴
史
は
、
も
と
も
と
「大
型

間
接
税
」や
「付
加
価
値
税
」と
言
わ
れ
、

歴
史
を
遡
る
と
約2000

年
前
の
ロ
ー
マ
帝

国
で
、
初
代
皇
帝
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が

全
て
の
商
人
に
対
し
、
売
上
の1

％
の
税

金
を
課
す
「一
〇
〇
分
の
一
税
」を
導
入

し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
と
共
に
、
長
ら
く

大
型
間
接
税
は
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た

が
、20

世
紀
に
入
り
ド
イ
ツ
帝
国
が1916

年
に
戦
費
調
達
を
図
っ
て
、
税
率0.1

％
の

「売
上
税
」を
導
入
し
た
。
第
一
次
世
界

大
戦
に
敗
れ
た
後
は
、
賠
償
金
の
支
払
い

に
充
て
る
と
し
て
、1924

年
に
は2.5

％
へ

と
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
ナ
チ
ス
が
政
権
を
取
り
、
第

二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
再
び2

.75
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
敗
戦
後
の
西

ド
イ
ツ
で
は1946

年
に3.75

％
、51

年
に

は4

％
に
な
っ
た
。
税
率
は
高
く
な
く
て

も
、
複
利
計
算
で
累
増
し
て
い
く
た
め
、

実
際
の
税
負
担
率
は2
桁
を
超
え
、20

％

に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
第
二
次
世
界
大

戦
の
復
興
に
莫
大
な
予
算
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、1948

年
に
売
上
税
を
導
入
し
、1

954

年
に
は
、
物
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
消
費

に
対
し
て
課
税
し
、
各
段
階
で
生
じ
る
付

加
価
値
を
課
税
標
準
と
し
て
国
庫
に
納

付
す
る
「付
加
価
値
税
」を
考
案
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
消
費
税
が
「基
幹
税
」に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
歴
史
的
に
見

れ
ば
、
消
費
税
と
戦
費
調
達
は
密
接
な

関
係
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

近
代
以
降
の
日
本
の
税
金
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
明
治
時
代
に
は
「営
業
税
」が

創
設
さ
れ
た
。
営
業
税
は
、
江
戸
時
代
の

「運
上
（う
ん
じ
ょ
う
）」「冥
加
（み
ょ
う
が
）」

な
ど
商
工
業
者
に
課
税
さ
れ
て
い
た
諸

雑
税
が
、
地
租
改
正
の
過
程
で
大
幅
に

整
理
さ
れ
、1878

年
に
地
方
税
と
し
て
始

ま
っ
た
。

そ
の
後
、1896

年
に
日
清
戦
争
後
の
財

政
需
要
を
賄
う
た
め
、
営
業
税
は
地
方

税
か
ら
国
税
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

こ
の
点
で
は
、
日
本
も
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
と
同
様
に
税
金
が
戦
費
調
達
の
目
的

に
な
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
納

税
義
務
を
課
さ
れ
た
事
業
者
の
抵
抗
が

強
く
、
大
正
末
期
の1926

年
に
営
業
税
は

廃
止
さ
れ
、
新
た
に
営
業
純
益
を
課
税

標
準
と
す
る
営
業
収
益
税
に
変
わ
っ
た
。

昭
和
に
入
る
と
、
地
方
財
政
の
困
窮
や

都
市
・農
村
間
に
お
け
る
税
の
不
均
衡
が

問
題
と
な
り
、1940

年
に
は
法
人
税
が
所

得
税
か
ら
独
立
す
る
と
共
に
、
所
得
税
の

分
類
が
整
理
さ
れ
る
な
ど
国
税
・
地
方

税
を
通
し
た
税
制
改
革
が
行
わ
れ
、
営

業
収
益
税
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
国

税
・
地
方
税
を
統
合
し
た
新
た
な
営
業

税
が
創
設
さ
れ
、
地
方
の
独
立
財
源
を

確
保
す
る
「地
方
分
与
税
」の
還
付
金
に

な
っ
た
。

1948

年
に
地
方
税
法
が
全
面
改
正
さ

れ
、
営
業
税
は
「事
業
税
」と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

1949

年
、
シ
ャ
ウ
プ
氏
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
通
し

て
「
負
担
の
公
平
」を
目
指
し
、
所
得
税

中
心
の
租
税
体
系
を
主
張
し
「シ
ャ
ウ
プ

勧
告
」を
ま
と
め
て
い
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
戦
前
の
日
本
で
歪
ん
だ
軍

国
主
義
が
台
頭
し
た
の
は
、
格
差
社
会
の

不
満
を
軍
部
が
吸
収
し
て
い
た
か
ら
と

考
え
た
た
め
、
貧
富
の
差
の
解
消
に
努
め

た
と
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
税
制
は
こ
の
「シ
ャ
ウ
プ
勧
告
」の

影
響
が
大
き
い
が
、
そ
の
後
日
本
は
「欧

米
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
」の
精
神
で
、

東
洋
の
奇
跡
と
呼
ば
れ
る
急
速
な
経
済

成
長
を
遂
げ
た
。

し
か
し
、197

0

年
代
に
入
っ
て
高
度
成

長
が
落
ち
着
く
と
、
今
度
は
時
の
首
相
が

財
政
再
建
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
。

『日
本
列
島
改
造
論
』（1972

年
）を
発

表
し
た
田
中
内
閣
は
当
初
、
日
本
全
国

に
新
幹
線
や
高
速
道
路
を
建
設
し
て
、

都
市
と
農
村
、
表
日
本
と
裏
日
本
の
格

差
を
な
く
す
こ
と
を
宣
言
し
て
い
た
が
、

1973

年
に
狂
乱
物
価
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

が
発
生
す
る
と
、
列
島
改
造
の
拡
大
路

線
か
ら
総
需
要
抑
制
の
緊
縮
路
線
へ
と

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

1974

年
は
戦
後
初
め
て
と
な
る
マ
イ
ナ

ス
成
長
を
経
験
し
、1975

年
に
は10

年
ぶ

り
の
財
政
特
例
法
案
で2

兆2900

億
円
の

赤
字
国
債
が
発
行
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、1977

年5

月
に
行
わ
れ
た

ロ
ン
ド
ン
・サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
世
界
経
済
が

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
不
況
か
ら
回
復
す
る

た
め
に
、
成
長
余
力
の
あ
る
日
本
と
西
ド

イ
ツ
が
景
気
の
け
ん
引
役
と
さ
れ
、
再
び

国
債
増
発
に
よ
る
公
共
事
業
の
拡
大
を

図
っ
た
。

そ
し
て
、
日
本
で
初
め
て
「
一
般
消
費

税
」の
導
入
を
公
約
に
掲
げ
た
の
が
、197

8

年12

月
に
発
足
し
た
大
平
内
閣
で
あ
る
。

大
平
は
自
身
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
「
十
字
架
を
背
負
っ
て
、
財

政
再
建
に
取
り
組
む
」と
決
意
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「一
般
消
費
税
」構
想
は
与

党
内
か
ら
も
反
対
論
が
噴
出
し
、197

9

年10

月
の
解
散
総
選
挙
で
自
民
党
は
議

席
を
減
ら
す
。
ま
た
、
衆
院
選
の
直
前
に

は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
の
カ
ラ
出
張

問
題
な
ど
政
府
機
関
の
大
規
模
な
不
正

が
明
ら
か
に
な
り
、
大
平
内
閣
は
「一
般

消
費
税
」の
導
入
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。

こ
う
し
て
選
挙
で
挫
折
す
る
な
か
、
大

平
は
「昭
和59

年
（1984

年
）度
に
赤
字
国

債
か
ら
脱
却
す
る
」と
目
標
を
掲
げ
、
財

政
再
建
は
増
税
に
頼
ら
ず
行
政
改
革
で

行
う
べ
き
だ
と
す
る
「財
政
再
建
に
関
す

る
決
議
」を1979

年
末
の
国
会
で
採
択
し

た
。

1980

年5

月
に
は
、
社
会
党
提
出
の
内

閣
不
信
任
案
が
与
党
内
の
反
主
流
派
に

よ
っ
て
可
決
さ
れ
、
わ
ず
か8

ヵ
月
で
再
び

衆
議
院
を
解
散
し
た
が
、
選
挙
期
間
中

に
心
筋
梗
塞
で
入
院
し
て
い
た
大
平
が

急
死
す
る
と
い
う
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ

た
。キ

リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
大
平
は
「
一
般

消
費
税
で
倒
れ
た
十
字
架
首
相
」と
呼
ば

れ
た
。

し
か
し
、
い
ま
で
も
戦
争
、
軍
備
の
文

字
は
消
え
な
い
。
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